
■ 10-12 月期の見通し（7-9 月比較）BSI　全業種

　10-12月期景況見通しは 17.2 で、「上昇」超となっている。

全ての項目において、「上昇」超となっている。従業員数

（44.4）は「不足気味」超が続く見通しとなっている。原

材料等の仕入れ価格（12.6）も「上昇」超の見通しとなっ

ている。県内需要（17.2）、県外需要（10.6）、海外需要

（4.0）ともに「上昇」超の見通しとなっている。今期の

BSI(23.5)よりは若干、下回る見込みである。

■業種別 7-9 月期の現状と10-12 月期見通し

【建設業】

　7-9月期の景況は18.2で、「上昇」超となっている。「下降」

超の回答項目はなかった。ほとんどの項目において「上昇」

超となっている。従業員数（54.5）は「不足気味」が大

きく上回っている。「上昇」超幅が大きかったのは、県内

需要（21.2）、売上高（18.2）、原材料等の仕入れ価格

（18.2）、生産・販売などの設備（18.2）となっている。

　10-12 月期の景況見通しは 30.3 で「上昇」超となって

いる。「下降」超の回答項目はなかった。ほとんどの項目

において「上昇」超となる見通しとなっている。 従業員数

（60.6）は「不足気味」超が続くとの見通しとなっている。

原材料等の仕入れ価格（15.2）も「上昇」超の見通しとなっ

ている。売上高（51.5）、経常利益（36.4）、県内需要

（36.4）の「上昇」超幅が大きい。

 ■現状と見通し

【実績（2016 年 7-9 月期）】
● 業種の景況判断 BSI（実績）は、23.5と「上昇」超

【見通し（2016 年 10-12 月期）】
● 全業種の景況判断 BSI（見通し）は、17.2と「上昇」超

 ■業種別結果

【実績（2016 年 7-9 月期）】
● すべての業種で「上昇」超

【見通し（2016 年 10-12 月期）】
● 不動産業等（-4.2）を除いて、それ以外の業種で「上昇」

超の見通しとなっている

■7-9 月期の現状（4-6 月比較）BSI　全業種

　7-9 月期景況 BSI は 23.5 で、「上昇」超となっている。

全ての項目において、「上昇」超となっている。従業員数

（48.7）は大幅に「不足気味」超となっている。県内需要

（16.6）、県外需要（16.2）、海外需要（12.6）ともに好調となっ

ている。

　4-6月景況判断BSI（実績）は、-3.0と「上昇」よりも「下降」

超であったことから、今期の BSI は改善している。

　県内の各種経済指標や海外需要の活発さなどを背景に、県内景気は好調となっており、今期（7-9

月期）の県内企業の景況判断 BSI は 23.5と「上昇」超となっていることなどから、「県内景気は緩や

かに拡大している」。

　来期（10-12 月期）の見通しとしては、県内、県外、海外需要への期待などから、景気は引き続き

緩やかな拡大が続くと見込まれる。ただ、人手不足が各企業において深刻な課題となっていることから

今後の行方を注視する必要がある。
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県内景気は緩やかに拡大している
海邦総研県内景気動向調査（2016 年 7-9 月実績、10-12 月見通し）

全業種の結果

資本金別・現状判断と見通し

観光関連は好調、海外市場はターゲットにより明暗が分かれる

観光関連 　観光客が増加していることから、全体的に好調となっている。外国客においては、団体旅行に対

するニーズが減少し、個人旅行へシフトしている状況。ただ、業界の活況に伴い人手不足といった

問題も挙がっている。

　今期の景況判断 BSI は、すべてのカテゴリーにおいて「上昇」超となっている。特に 1 億円以上の企業の BSI は

40.0と最も高くなっている。来期（10-12 月期）については、全てのカテゴリーで「上昇」が「下降」を上回っている。

地域別・現状判断と見通し
　今期の景況判断 BSI は、すべての地域で「上昇」超となっている。最もBSI が高い地域は離島地区で 35.1となっている。
来期（10-12 月期）の見通しとしては、すべての地域で「上昇」超となっている。

官需、民需ともに好調
　官需は好調が持続。民需では、マンション販売で新築・中古ともに依然、好調な状況が続いている。

アパートは建設需要だけでなく、投資物件として活発に売買しているケースも見られる。一方、進出し

てきた本土事業者との競争激化を懸念する声もある。

建設・不動産
関連

個人消費は観光客増に支えられ好調
　外国人観光客等の海外需要を中心に県内客、県外客の需要も好調に推移した。特に飲食サー

ビス業の多くの事業所において、外国人観光客の恩恵を受けている。ただ、安定的な事業経営に

向けては人材確保がカギとなりそうだ。

食品・消費・
サービス関連

県内企業の景況判断 BSI

～業種別概要～

～資本金別・地域別概要～

※1　生産・販売などの設備については ①不足 ②適正 ③過大
※2　従業員数については、①不足気味 ②適正 ③過剰気味

①上昇
③減少

BSI(①-③)
-30.0
-20.0
-10.0
0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0

全業種
7-9
月期
景況

売上高 経常
利益

原材料等
の仕入れ
価格

生産・販売
などの
設備※1

従業員
数※2

県内
需要
（売上）

県外
需要
（売上）

海外
需要
（売上）

35.4 
42.7 38.7 

22.2 
12.3 

51.0 

29.1 
23.8 

16.9 

-11.9 -15.2 
-18.9 

-6.3 -2.3 -2.3 
-12.6 

-7.6 -4.3 

23.5 27.5 
19.9 

15.9 
9.9 

48.7 

16.6 16.2 

12.6 

※1　生産・販売などの設備については ①不足 ②適正 ③過大
※2　従業員数については、①不足気味 ②適正 ③過剰気味

①上昇
③減少

BSI(①-③)
-30.0
-20.0
-10.0
0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0

全業種
10-12
月期
景況

売上高 経常
利益

原材料等
の仕入れ
価格

生産・販売
などの
設備※1

従業員
数※2

県内
需要
（売上）

県外
需要
（売上）

海外
需要
（売上）

31.1 
36.8 31.5 

14.9 
9.3 

46.4 

28.8 
19.2 

9.9 

-13.9 -16.6 -17.2 

-2.3 -2.3 -2.0 
-11.6 -8.6 -6.0 

17.2 20.2 
14.2 12.6 

7.0 

44.4 

17.2 
10.6 

4.0 

企業の景況判断 BSI（前期比「上昇」-「下降」社数構成比）
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